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【講評】

全体的に昨年よりは取り組みやすかった。大問数は６題、小問数は 25 問で、50 分の試験時間に対しても適量であったと思われる。

大問１・２が計算・小問集合で、グラフ作図、図形の作図問題がそれぞれ１問ずつ出題された。

大問３の資料の整理の問題では、資料や条件文から中央値や平均値を求める問題で、情報の整理と思考力が必要となる良問であった。

出題内容は、和と差、割合、速さ、平面、立体、数の性質、規則性、場合の数、資料の整理と多岐に渡る内容であった。
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